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編 集 後 記

泌尿器科学 の独立性に就ては従 来 から種 々の機 会に述べたが 滋に 更に之に就 て 考えてみ よ

う.斯 学は性病科 と同じではな く 皮膚科 とは全 く別であ る事 更に一般外科 とも別め専門科 目

であ る事 を 根気 よく主張せねばな らぬ.そ れは特に 日本泌尿器科学会の責務であ る.大 学 にて

は講座を独立せねばな らぬが そのためには大学設置基準要綱の改正 を達成 し 殊に大学院 設置

には この事を必須条件 とせねぽならぬ.そ れには文部省 各大学等に働 らきかけ また現在両科

を兼ねていちれる教授 の協力 も必要 であ る.大 学以外の大病院 にて も両科 の分離が極 めて望 まし

い.近 来は両科 とも診療範囲が広 く深 くな り 患老数 も増 しているが 更に分離 した方が病院 の

資格 もあが り 患者 の信 用も増 し 担当医師に も熱意が湧 くか ら患者 も多 くな り 収入 も増す こ

とにな る.か くなれば泌尿科医の需要が増 し 斯学を志 ざす者 も多 くな る.こ の際に も両科 を兼

ね てい られる科長及び院長の理解を得 られねばな らぬ.こ のためには医師を増 員せね ばな らぬ場

合 もあろ うが 実際には定足数を割つ てい るのが殆 どであ る.厚 生省医務局の方針は 外来患 者

数を2.5(耳 眼科 は5)を 以て除 した数 と 入院患者数 との和が52で あ乳ば医師は3名 要るので

あ るか ら医師 を増す のは当然である.

学会は従来は両科合同にて開催 されるものが多かつたが 近 頃は別 々に開かれ る傾 向にあ る.

地方会等に於て も両科の合同開催 の意義は少 くなつている.医 学雑誌 にても両科を一緒 にす るの

は適当でなくなつ て来た.

近来の泌尿器科は昔のように淋疾を主な対象 とするものでな く 高度な専門的伎備 を必要 とす

るから 所謂専門医制度の方向に行 くべ きであろ う.こ の専門医の数は内科等 と異なっ てあま り

多 くを必要 とせず その代 りに高度の設備 と伎偏 を有す る事が必要であ ろ う.そ うな らば 従来

のよ うに皮科 と泌科の看板をかけて簡単に個人開業す るような事は実際に即 しない ものであ り

どうしても充分な施設を備 えた大学 とか大病院とか綜合病院で診療に従事するのが多 くなる.そ

うい う形態 を希望す る人が泌尿器科医を志 ざす ことになるであろ う.
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